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※御意見･御感想をお待ちしています。 

 

HIV、エイズは、現在も年齢を問わず感染者･患者数が 

が増えています。決して過去の病気ではありません。 

当センターでは、世界エイズデーに合わせて夜間検査を 

実施します。 

☆ 検査は無料・匿名で受けられます。予約も不要です。 

☆ 結果は 1週間後に来所していただきお伝えします。 

☆ 正確な結果を出すために、感染の機会があってから３か月以上経過後に受けてください。 

 

 

  

 

11月 5日は「感染症対策」、11月 6日は「食中毒 

対策」について、管内の社会福祉施設等の職員を対象

に講義や演習を実施しました。 

  発生時の対応や発生予防、日頃から準備しておくこ

とを確認する機会となりました。これからがインフル

エンザやノロウィルス感染症が多発する時期です。各

施設でも、連絡体制の確立、嘔吐物の処理方法の研修

等を実施し、発生時に慌てないよう準備しましょう！ 

             

 

10月 27日の『国内でエボラ出血熱の疑似症患者発生か!? 』との報道は記憶に新しいことと思います。 

福井県では、県内で疑い事例が発生した場合は、次のように対応することが決定しています。 

◇ 流行国に渡航し帰国した後 1カ月程度の間に発熱が見られるとき → 保健所へ連絡（24時間対応） 

＊ 地域の医療機関を受診することは控え、まず保健所に連絡を！ 

◇ 保健所に連絡があったとき → 入院の必要の有無を保健所が判断します。それまでは、自宅や医療 

機関での待機となります。 

◇ 医療機関への受診等 → 感染症指定医療機関の福井県立病院へは保健所が準備した車両で搬送します。 

 

日時 12月 1日（月） 17:30～19:30 

場所 若狭健康福祉センター 

内容 相談・血液検査 

 

特別企画 

福井県感染症発生動向調査速報 

（第 41週 H26年 10/6～第 44週 H26年 11/2） 

2類：結核 13名（2名） 

3類：腸管出血性大腸菌感染症 １名（0名） 

4類：日本紅斑熱 １名（0名）、レジオネラ症 １名（0名） 

5類：アメーバ赤痢 2名（0名）、梅毒 １名（0名）、カルバペネム耐

性腸内細菌感染症 1名 （0名）  ＊（ ）内は若狭管内の発生 

  エボラ出血熱情報 

 

  予防接種法の改正で新たなワクチンが追加され

る等、予防接種スケジュールが複雑化し、予防接

種による事故（接種時期の誤り、重複接種等）が

増加傾向にあります。対象者の月(年)齢や接種時

期の確認等、基本的な事故防止対策により未然防

止をお願いします。 

    

健康危機管理セミナーを開催しました 

12月 1日は世界エイズデーです 

 

定期の予防接種による事故の発生･防止 

☆ 定期の予防接種での事故 

発生時には報告が必要です‼ 

参考リンク「エボラ出血熱ついて」  http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou19/ebola,html 

 


